ワークシート（１時間目）医療①（生徒用）

（　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　）
１　社会保障について考えてみよう
【ワーク１】これからの人生で起こるかもしれない困難な出来事にはどのようなものがあるか、書いてみよう。
	







【ワーク２】予期せぬ困難を支えるのが社会保障制度です。社会保障制度のうち、社会保険には医療・年金・介護保険などがあります。もし、社会保険がなかったら私たちの生活はどうなるか、考えてみよう。
	









→今日は公的医療保険について考えていきます。

２　公的医療保険について考えてみよう
（１）公的医療保険の仕組み
【ワーク３】窓口でマイナ保険証や資格確認書を提示した場合、あなたが支払う金額はいくらになるか、計算してみよう。
ケース１　突然高熱が出たあなた。近くの病院の内科でインフルエンザB型と診断され、薬も含めて治療代は全部で１万円になりました。
	





ケース２　マラソン中に転倒し大腿骨骨折の大ケガ。手術をして１ヶ月入院。治療代は全部で150万円になりました。
	






（２）医療機関を受診したときの医療費
【ワーク４】医療機関でもらう領収証や診療明細書から分かることを探ってみよう。
①　副教材p.11～12を見て、医療機関にかかって窓口でお金を払った時に受け取る領収証や診療明細書から何が分かるか、確認してみよう。
	




②　副教材p.11～12に載っている領収証や診療明細書から実際の医療費がいくらかかっているか、確認してみよう。
	




（３）国民皆保険制度の必要性
【ワーク５】副教材p.14の年齢階級別１人当たり医療費のグラフから読み取れることを答えよう。
	





【ワーク６】国民皆保険制度は必要か、それはなぜか、考えてみよう。
	





【本日の振り返り】今日の授業で学んだことを書いてみよう。
	


ワークシート（２時間目）
（　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　）
２　公的医療保険について考えてみよう
（４）日本の公的医療保険の課題
【ワーク７】副教材p.16「医療費の動向」から分かることとその原因を、考えてみよう。
	







（５）日本の公的医療保険の課題に対して私たちができること
【ワーク８】私たちができる医療資源（病院、医師、薬等）の効率的な使い方について、考えてみよう。
○　限りある医療資源を効率的に使うため、個人として何ができるか、考えてみよう。
	







○　グループに分かれて、考えたことを発表しよう。
発表を通じて感じたことや分かったことについて、メモしよう。
	












（６）公的医療保険を維持するために社会としてできること
【ワーク９】公的医療保険を維持するために政府や地方自治体としてできることを、考えてみよう。
○　公的医療保険を維持するために、個人の努力だけではなく、政府や地方自治体としては何ができるか、考えてみよう。
	








○　グループに分かれて、考えたことを発表しよう。
発表を通じて感じたことや分かったことについて、メモしよう。
	














【この２時間の授業の振り返り】この２時間の授業で学んだことを書いてみよう。
	






